第１６７回塑性加工技術セミナー
「初めての塑性力学ｉｎ九州」

	日時：

会場：

交通：

主催：

協賛：

趣旨：
	平成20年 3月7日（金）　9:50～17:15

九州工業大学工学部　教育研究１号棟２階（１－２Ｃ講義室）

［福岡県北九州市戸畑区仙水町1-1　TEL 093-884-3000（代表）］

JR鹿児島本線「九州工大前駅」より徒歩8分

日本塑性加工学会（実行：九州支部）

日本機械学会，日本金属学会，日本材料学会，軽金属学会，精密工学会，型技術協会，日本鉄鋼協会，自動車技術会，日本鍛造協会

数値解析技術の進歩により複雑な加工解析が可能になってきました.しかしながら,実現象を解析で完全に再現することは難しく,適切な解析と考察のためには,塑性力学の基本的な知識は不可欠です.本セミナーでは塑性加工に携わるエンジニアのうち,大学で塑性力学の講義を受けなかった方や,しばらく塑性加工から離れていた方を対象に塑性力学の基礎を解説者とともに勉強し理解を深めます.

	プログラム：　開会の辞( 9:50～10:00)　　日本塑性加工学会　九州支部長　　　恵良　秀則君

              司会   （10:00～17:15）   (株)住友金属小倉          　　　　河村　隆裕君　　　　　　　　 

	時　　間
	内　　　　容
	講　　師

	10:00～11:00
	塑性力学のための数学基礎：塑性力学で使われる行列や行列式の表し方,ならびに座標変換などの数学的背景を概説する.また,主応力や降伏条件,初等解析法などを学ぶ際の基本となる微分方程式の基本的な事項について概説する．
	九州工業大学

　数理情報基礎講座
       仙葉　  隆君

	11:00～12:00
	金属の結晶構造と塑性変形：一般的に用いられている多結晶材料を構成している一つ一つの結晶粒内部で起こっている原子の移動から塑性変形を概説し，それをもとに多結晶材料では結晶粒径や合金元素の添加量が塑性変形に及ぼす影響について簡単に説明する.
	熊本大学

自然科学研究科

 大津  雅亮君

	12:00～13:00
	昼　　　食・休　　　憩

	13:00～14:30
	応力とひずみ,降伏条件式,構成式：応力とひずみ,力のつりあい,等方性材料に対する降伏条件式,構成式など塑性力学の基礎となる事項について平易に解説する．　　　　　　　　　　　　　　　　　


	九州工業大学

物質工学科

廣田  健治君

	14:30～14:45
	   休　　  　憩
	

	14:45～16:15
	塑性加工の解析：塑性加工の解析方法として初等解析であるスラブ法および有限要素法について解説する.有限要素法については弾性変形解析を例に計算手順および理論を平易に解説する．


	九州工業大学

　機械知能工学科

         河部 　 徹君

	16:15～17:15
	実製造工程への適用事例の紹介：剛塑性有限要素法を中心として,鍛造工程,圧延工程,引抜工程,押出工程等の解析事例を紹介する. 

	(株)住友金属小倉

商品開発部

         山田　将之君


	定  　員：
	30名（定員になり次第締切．定員超過の場合はご連絡します．）

	参 加 費：
	会員4,000円（学生会員は半額）　一般6,000円（協賛学協会員は，会員扱い）

	申込方法：


	学会ホームページ(http://www.jstp.or.jp)【行事のご案内】のページよりお申し込みください．参加券,請求書等をお送りします．なお，お支払いは請求書到着後2週間以内にお願いいたします．














